
２０２６年６月２３日

「東京都特別支援教育異校種連絡協議会」

学びリンク株式会社

編集長 小林建太
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通信制高校やサポート校
について学ぶ



全国で開催
約４０回

学びリンク株式会社とは？

出版活動 イベント活動
通信制高校合同相談会

通信制高校・サポート校・高等専修学校
フリースクール・高卒認定試験 等

「多様な学び」を
発信する出版社
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・ガイドブック制作にあたり、全国の高校
から情報を収取

・取材活動を通して各校の最新情報や取
組を把握

・不登校、発達障害、起立性調節障害、家
族支援などに関する書籍を発行

・取材活動を通して多様な子どもたちや
家庭の状況を把握

・２０２５年度の来場者数
⇒延べ約３万人以上

・参画校数
⇒１会場あたり２０～４０校以上

・来場者への進路相談
（通信制コンシェルジュ®）

・その他、メンタルカウンセリング
起立性調節障害、発達障害、不登校
親の会の相談コーナー等の設置
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ポータルサイト「通信制高校があるじゃん！」

・全国の通信制高校の様々な情報

・自分に合った学校を探せる検索機能

・まとめ特集、コラム、インタビューなど
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本日のお話

①通信制高校の現状について

②通信制高校のしくみと特徴

③広域通信制高校とサポート校

④入試や学費
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通信制高校 【生徒数】の変化

１９９０年～２０２０年 【５年比】 直近５年【単年比】

１６．７万人

２０．７万人

２９．０万人
３０．５万人
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通信制高校 ニーズの変遷

１９４８年・・・制度化
⇒勤労青年等に高校教育の機会を提供

１９８８年・・・修業年限「３年以上」に制度改正

１９７０～８０年代・・・高校中退者の増加
⇒高校中退者の受け皿として

１９８０～９０年代・・・不登校の増加
⇒不登校生徒の進路先として

２０００年代～・・・通信制高校の増加、株式会社立の開校
⇒多様な学習スタイル、目的に応じた学び

近年～・・・進路決定率の増加・大手企業の参入
⇒社会との連携、将来のキャリアを見据えた通信教育の活用

現在・・・高等学校の定時制教育及び通信教育振興法（定通振興法）改正の動き
⇒生徒の実態に合わせた目的と運用、教育の質確保
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通信制高校 【学校数】の変化

１９９０年～２０２０年 【５年比】 直近５年【単年比】

８４校

２５７校

３０３校

１１３校

２０９校

３３３校
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近年の増加特性＝全日制高校による通信制併置

学校数【増減】の推移
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卒業後の進路状況（通信制高校）

進路未定

専門学校

就職

大学等
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大学進学率上昇の主な要因

③進学指導の充実

①年内入試の増加

②通信制大学の増加

⇒２５年度大学入学者
「総合型選抜」１９・５％、「学校推薦型選抜」３４・１％で年内入試５３．６％。
私立大は６割を占める

⇒２５年度通信制大学入学者は約４千人。５年前から約３倍増加。
⇒通信制高校出身者は全体の１５％を占める。
⇒ここ数年で通信制高校グループが通信制大学を新設する事例。

⇒主に私立校で「大学受験コース」などの特別講座やコースを開設。
⇒大手学習塾が通信制高校やサポート校を立ち上げ。
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本日のお話

①通信制高校の現状について

②通信制高校のしくみと特徴

③広域通信制高校とサポート校

④入試や学費



通信制高校の学習（単位の取り方）

① ② ③
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レポート学習
（添削指導）

スクーリング
（面接指導）

テスト

２５単位を履修した場合の１年間の標準

約６０通 ２０日程度 ２回程度

通信制高校のしくみと特徴



単位修得の仕方 数学Ⅱ・・・３単位 化学基礎・・・２単位

月 火 水 木 金

１限 化学基礎 数学B 音楽 体育 現代文B

２限 数学Ⅱ 物理／生物 地理B 数学B 柔道／体育

３限 保健 宗教 古典B 物理／生物 化学

４限 英語Ⅱ 化学基礎 数学Ⅱ 地理B 数学Ⅱ

５限 社会と保健 英語表現Ⅱ 英語Ⅱ 社会と情報 英語表現Ⅱ

６限 現代文B 英語Ⅱ 化学 英語Ⅱ 古典B

７限 HR ― 総合学習 ― ―

数学Ⅱ
レポート３通

＋
スクーリング１回

１
単位

レポート３通
＋

スクーリング４回

１
単位

×３単位＝
レポート９通

＋
スクーリング３回

×２単位＝
レポート６通

＋
スクーリング８回

化学基礎

全日制高校
定時制高校の場合

通信制高校の場合

・決められた時間割を
１年間を通して学んでいく

・１週間に１回の授業を
「１単位時間」としている

科目ごとにレポート数とスクーリング数が決められている
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（例）全日制高校の時間割



通信制高校のスクーリング
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スクーリングを月２回程度で設定
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月 火 水 木 金

１

２

３

４

５

６

７

スクーリングを午後で設定
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通信制高校のスクーリング



10/15 10/16 10/17 10/18 10/19

１

２

３

４

５

６

集中スクーリングで設定 （５日間の場合） ※放送視聴により６割～８割減免

月 火 水 木 金 土 日

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１

月 火 水 木 金 土 日

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１

月 火 水 木 金 土 日

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１

月 火 水 木 金 土 日

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１

９月 １０月 １１月

１２月

集中スクーリング

17

通信制高校のスクーリング
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メディア利用による面接指導（スクーリング）の減免措置

テレビ・ラジオ・インターネットなどの多様なメディアを利用した指導により、
面接指導を１０分の６（６０％）から１０分の８（８０％）まで減免することができる。

出所：文部科学省



スクーリングを欠席してしまったら？

月 火 水 木 金 土 日

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１

月 火 水 木 金 土 日

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１

月 火 水 木 金 土 日

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１

９月 １０月 １１月

集中スクーリング

集中スクーリング

9/10 9/11 9/12 9/13 9/14 ～ 10/1 10/2 10/3 10/4 10/5

1 国 理 体 国 理 ～ 国 理 体 国 理

2 数 英 国 数 英 ～ 数 英 数 数 英

3 英 数 社 英 数 ～ 英 数 社 英 数

4 社 国 英 社 国 ～ 社 国 英 社 国

5 英 社 数 英 社 ～ 英 社 国 英 社

6 理 体 理 理 体 ～ 理 体 理 理 体

×

⇒別の日程に出席欠席
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複数の日程で出席機会があることが多い



＋レポート学習
＋テスト

通信制高校は「自由に使える時間がある」

全日制高校 ２００日前後

２０日
程度

通信制高校
（スクーリング）

登校基準の違い（年間）

５
自由な時間

自宅で過ごす 仕事 やりたいこと

20

自分の目的
と

両立できる



＋レポート学習
＋テスト

通信制高校の「私立校が行う様々な取組」

全日制高校 ２００日前後

２０日
程度

通信制高校
（スクーリング） ５

私立校の取組

多様な
通学スタイル

多様な
学習スタイル

多様な
教育活動・分野

学校ごとに
特色の差別化

自由な時間の中に様々なメニューを用意

21
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全日型（全日制高校と同じように時間割に沿って学ぶ）

週５日／４日／３日／２日／１日（時間割の有無は様々）

週１日～５日自由（学校はいつでも開講。行きたい時に通学）

午後クラス（午後から通う）

オンライン＋通学（オンラインと通学の組合せ）

登校日選択型（自分で登校日時を選択して通学する）

通信制（スクーリングのみ通学）

通信制高校生やサポート校の特徴①
「通い方」の多様性

自分に合った「通い方」を経験
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通学コースの設置状況

1.2%

36.1%

46.7%

98.8%

63.9%

53.3%

公立

私立

株立

開設している 開設していない

週５日

48.1%

36.1%

46.7%

51.9%

63.9%

53.3%

公立

私立

株立

開設している 開設していない

週１日

出所：文部科学省
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通信制高校生やサポート校の特徴②
「学び方」の多様性

「クラスや集団」で
学んできた生徒

「個別指導」で
学んできた生徒

「オンライン」で
学んできた生徒

「少人数」で
学んできた生徒

自分に合った「学び方」を経験
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専門的な学び ・・・イラスト、音楽、美容、調理、eスポーツ、
プログラミング、起業、ＡＩ技術 など

ゼミ・体験学習 ・・・一つの分野に特定せず、在学中に
様々な学びを通して興味関心を広げる

社会性の習得 ・・・キャリア教育、職業体験、校外学習
プロジェクト学習、独自のイベントなど

通信制高校生やサポート校の特徴③
「学ぶ分野」の多様性

教科学習以外のさまざまな学びや体験を経験



自分なりの「学校生活」を構築
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Ａ高校のメニュー
週５日コース 週３日コース 週１日コース オンラインコース

大学受験コース プログラミングコース イラストコース
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高校の学習
大学受験コース
プログラミング

高
校
の
学
習

イ
ラ
ス
ト
コ
ー
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高
校
の
学
習

Ａさん（週５日通学） Ｂさん（週３日通学） Ｃさん（オンライン）

自分の活動
アルバイト など

Ａ高校卒業 Ａ高校卒業 Ａ高校卒業

通信制高校生の特徴④
同じ学校でも「学校生活」が個々で異なる
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本日のお話

①通信制高校の現状について

②通信制高校のしくみと特徴

③広域通信制高校とサポート校

④入試や学費



都道府県 生徒数 都道府県 生徒数 都道府県 生徒数

1 東京都 303468 17 岐阜県 47400 33 大分県 27606

2 大阪府 195255 18 岡山県 46700 34 岩手県 27344

3 神奈川県 189687 19 栃木県 45419 35 青森県 26832

4 愛知県 179966 20 群馬県 44090 36 山形県 24862

5 埼玉県 157805 21 熊本県 42727 37 富山県 23416

6 千葉県 134616 22 沖縄県 42544 38 香川県 22957

7 福岡県 123617 23 三重県 41267 39 和歌山県 21965

8 兵庫県 121856 24 鹿児島県 40423 40 佐賀県 21776

9 北海道 105383 25 福島県 40207 41 山梨県 20634

10 静岡県 86619 26 滋賀県 35400 42 福井県 19938

11 茨城県 66980 27 長崎県 32411 43 秋田県 19390

12 広島県 65948 28 奈良県 30247 44 島根県 16352

13 京都府 63452 29 愛媛県 30137 45 高知県 15718

14 宮城県 52403 30 山口県 28992 46 徳島県 15281

15 長野県 48428 31 宮崎県 28645 47 鳥取県 13354

16 新潟県 47414 32 石川県 28532
29

都道府県別の生徒数（全日制・定時制）令和７年度
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都道府県別の生徒数（通信制）令和７年度

都道府県 生徒数 都道府県 生徒数 都道府県 生徒数

1 茨城県 38287 17 兵庫県 6253 33 和歌山県 1846

2 北海道 28235 18 三重県 5918 34 香川県 1544

3 沖縄県 23145 19 福岡県 5382 35 大分県 1473

4 大阪府 19326 20 熊本県 4867 36 山形県 1446

5 千葉県 16492 21 広島県 4534 37 宮崎県 1273

6 鹿児島県 14844 22 愛媛県 4053 38 岩手県 1259

7 東京都 11793 23 新潟県 3813 39 福井県 1197

8 奈良県 10870 24 福島県 3783 40 青森県 1158

9 宮城県 10539 25 京都府 3322 41 石川県 1146

10 愛知県 10250 26 静岡県 3129 42 佐賀県 882

11 長野県 10025 27 岐阜県 3063 43 富山県 874

12 山梨県 7463 28 群馬県 2850 44 秋田県 728

13 埼玉県 7342 29 栃木県 2714 45 高知県 638

14 岡山県 7134 30 島根県 2291 46 鳥取県 400

15 山口県 6977 31 長崎県 2070 47 徳島県 269

16 神奈川県 6413 32 滋賀県 1887
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全国の通信制高校

・・・ ３３３校 （令和７度）

広域制【入学エリア】
本校所在地を含む
３都道府県以上 私立校の６～７割

狭域制
【入学エリア】
本校所在地と
隣接する１都道府県の
２都道府県

広域制通信制高校

全国から生徒が入学
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通信制高校と連携する
サテライト施設

・・・ ３，７３０ヵ所
（令和７年度）

生徒たちは、どこで学んでいるのか？

各地域の学習拠点で
教育活動を行っている
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通信制高校の学校数（25年度／文部科学省調べ）

広域 狭域 計 連携施設

茨城県 11 3 14 871

東京都 8 3 11 88

神奈川県 1 6 7 144

埼玉県 9 3 12 5

各エリア内にある連携施設（26年1月現在／学びリンク調べ）

分校、協力校、
自校施設等

技能教育施設 サポート校 計

茨城県 29 3 20 52

東京都 136 8 169 313

神奈川県 88 15 85 188

埼玉県 60 9 43 112

生徒が学習や活動を実際にしている場所
各学校と連携
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通信制高校とサテライト施設

通信制高校
本校（実施校）

（サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
）

通
信
教
育
連
携
協
力
施
設

分校

協力校

大学・短大
専修学校

技能連携施設

その他の
学校・施設

学習等支援施設

（国が定義する区分）

連
携
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通信制高校とサテライト施設

分校

協力校

大学・短大
専修学校

技能連携施設

その他の
学校・施設

学習等支援施設

（生徒が通学する施設の名称）

Ａ高校 東京校

Ａ高校 東京キャンパス

Ａ高校 東京学習センター

Ｘ学院（サポート校） 東京キャンパス

Ｚ学院（技能連携校） 東京キャンパス

（国の区分）



項目

通信制高校

本校
（実施校）

通信教育連携協力施設

面接指導等実施施設

学習等支援施設

分校 協力校
大学・短大
・専修学校

指定技能教育施設
（技能連携校）

その他の学校
・施設

通信制教育

添削指導
（レポート）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

スクーリング 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

テスト 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

※認可する都道府県によって異なる

通信教育（レポート添削・スクーリング・テスト）の

実施が認められている ※学校によって範囲が異なる

制度上の位置づけ（高等学校通信教育規程）

36

通信制高校の「学習支援」
のみを目的とした場所

サテライト施設＝通信教育連携協力施設

キャンパス・サポート校という定義は存在しない
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サポート校に関する疑問と誤解

Q.サポート校でないとサポートしてもらえない？

Q.サポート校では高卒資格が取れない？

Q.サポート校は学費が２倍かかる？

Q.通信制高校だけで良いのではないか？

通信制高校の「使い方」によって異なってくる

Ａ＝通信制高校にもサポート体制はある

Ａ＝通信制高校と連携しているので高卒資格が取れる

Ａ＝２カ所に払うが正解。通信制で同じサポートを受けても２つの学費がある

Ａ＝卒業だけが目的なら通信のみ。
その他の活動を行うならサポート校も選択肢に入る



＋レポート学習
＋テスト

全日制高校 ２００日前後

２０日
程度

通信制高校
４

サポート校での活動

38

サポート校とは？

連携

サポート校
各施設の強みを活かした

独自の教育学習塾 フリースクール
専門スクール 福祉機関
企業 ＮＰＯ法人 など
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サポート校に通う生徒

通信制高校 サポート校

・独自の教育を実施
・通信教育の学習支援

生徒の在籍先
・高校の単位認定
・卒業証書の授与

日常的な学習拠点
・高校の学習支援
・体験授業や専門授業
・心理や発達支援など

連携

生徒自身の
高校生活

入学 入学
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本日のお話

①通信制高校の現状について

②通信制高校のしくみと特徴

③広域通信制高校とサポート校

④入試や学費
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通信制高校の入試

●主な入試スケジュール

●転入学・編入学のスケジュール
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●通信制高校の入試形態（選抜方法）

原則は「面接重視」

「学科試験＋面接」（３２．４％）

「学科試験＋面接・作文」（２７．０％）

「学科試験＋書類審査・面接」（２１．６％）

※（学科試験の内訳）

⇒学科試験のみで判断されることは
ほとんどない
⇒国・数・英３科目や、１科目などが多い
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高等学校等就学支援金（２０２６年度より拡充）
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就学支援金対象範囲
２６年度より
⇒所得制限なく実質無償 私学は実質１５６,０００円（初年度）

通信制高校の学費 （学びリンク調べ）
※授業料は25単位履修の場合の平均

※私学は１８８コースの平均
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私立通信制高校には２つの授業料がある

高校卒業必要な学費

「授業料」（必須）

単位修得と関係のない学費

その他の費用（選択）
※コース費、通学費など

・レポート添削
・スクーリング
・テスト

日常的な通学・学習支援
コース（大学受験・専門など）
体験授業 など

国の就学支援金
都道府県の補助対象

支援金・補助金
対象外

サポート校の学費
連携する通信制高校には
卒業に必要な基本学費を納付



ご清聴ありがとうございました。
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